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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
賛
助
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
二
年
三
月
二
十
四
日

に
令
和
元
年
度
第
三
回
理
事

会
を
開
催
さ
れ
、
令
和
二
年

度
収
支
予
算
並
び
に
事
業
計

画
は
下
記
の
通
り
審
議
承
認

さ
れ
た
。

１　

表
彰
に
よ
る

　
　

善
行
活
動
の
推
進

本
会
の
善
行
表
彰
は
、
今

年
度
で
春
季
・
秋
季
善
行
表

彰
は
７
０
回
目
と
な
り
、
前

年
度
ま
で
の
表
彰
総
数
は

４
５
︐
５
２
９
件
に
達
し
て

い
る
。
こ
の
善
行
表
彰
を
受

賞
し
た
多
く
の
方
々
は
、
引

き
続
き
各
地
で
善
行
活
動
を

実
践
し
、
善
行
の
輪
を
各
地

域
に
広
げ
て
い
る
。

ま
た
、
春
季
及
び
秋
季
表

彰
に
加
え
て
、
永
年
に
わ

た
っ
て
善
行
を
継
続
し
て
い

る
善
行
表
彰
受
賞
者
へ
の
特

別
表
彰
（
金
章
・
銀
章
表
彰
）

を
昭
和
３
７
年
以
降
実
施

し
、
こ
れ
ま
で
に
金
章
受
賞

者
は
３
２
０
人
、
銀
章
受
賞

者
は
１
︐
６
８
８
人
と
な
っ

て
い
る
。

(1) 

春
季
・
特
別
・
秋
季

　
　
　
　
　
　善
行
表
彰

実
施
時
期

令
和
二
年

十
一
月
二
十
一
日
（
土
）

実
施
場
所

明
治
神
宮
参
集
殿　

予
定

２　

善
行
実
践
活
動
の
推
進

善
行
実
践
活
動
は
、
社
会

を
明
る
く
す
る
原
動
力
で
あ

り
、
会
の
組
織
を
挙
げ
、
ま

た
、
地
域
住
民
と
も
連
帯
し

て
、
こ
れ
に
取
り
組
み
、
善

行
の
輪
の
拡
大
に
努
め
る
。

３　

長
寿
善
行
者
の

　

秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
御
接
見

こ
の
事
業
は
、
善
行
表
彰
受

賞
者
が
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下

か
ら
御
接
見
の
栄
誉
を
賜
る

意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。
こ

の
長
寿
善
行
者
の
御
接
見

は
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
に

実
現
し
、
皇
太
子
殿
下
の
御

接
見
が
平
成
三
十
年
ま
で
続

け
ら
れ
、
昨
年
か
ら
は
秋
篠

宮
皇
嗣
殿
下
か
ら
御
接
見
を

賜
り
、
今
年
度
で
五
十
一
回

と
な
る
。

４　

広
報
啓
発
活
動
の
充
実

情
報
化
時
代
を
迎
え
た
今

日
、月
刊
紙
「
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
果

た
し
て
い
る
役
割
は
大
き

い
。「
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
」
の

記
事
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
を
図
っ
て
、
各
支
部
及
び

会
員
と
の
連
携
の
強
化
に
努

め
る
。

５　

組
織
と

　
　

財
政
基
盤
の
強
化

本
会
は
、
会
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
主
に
会
員
が
拠

出
す
る
会
費
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
増
加

が
財
政
基
盤
の
強
化
に
直
結

し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
を
効
果
的
に

全
国
展
開
す
る
た
め
に
は
、

各
都
道
府
県
に
支
部
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

６　

諸
会
議
の
開
催

本
会
の
定
款
に
定
め
ら
れ

て
い
る
会
議
に
は
、
総
会
、

理
事
会
及
び
常
務
理
事
会
が

あ
る
。
ま
た
、
定
款
に
は
定

め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

本
会
業
務
の
連
絡
調
整
の
場

と
し
て
支
部
長
会
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

令
和
二
年
度
事
業
計
画

令和２年度収支予算書
（単位：円）

科　目 予算額 科　目 予算額
Ⅰ．事業活動収支の部 Ⅱ．投資活動収支の部

　1．事業活動収入 　１．投資活動収入

　　①会費収入 22,800,000 　　　投資活動収入計 0

　　②寄付金品等収入 2,870,000 　２．投資活動支出

　　③雑収入 1,020,000 　　　特定資産取得支出 300,000

　　事業活動収入計 26,690,000 　　　投資活動支出計 300,000

　２．事業活動支出 　　　投資活動収支差額 △ 300,000

　　①事業費支出 26,685,000 Ⅲ．予備費支出

　　②管理費支出 8,350,000 　　　当期収支差額 △ 8,645,000

　　　事業活動支出計 35,035,000 　　　前期繰越収支差額 149,400,000

　　　事業活動収支差額 △ 8,345,000 　　　次期繰越収支差額 140,755,000

令
和
元
年
度

　
　

善
行
川
柳

年
間
大
賞

選
者　

東　
　

逸
平

︻
会	

長	

賞
︼

○
遅
れ
来
た　

配
達
員
を　

思
い
や
り

東
京
都　

神
鳥
谷
知
己　

︻
講　

評
︼

　

最
近
、
め
き
め
き
上
達
し
て
き
た
作
者
の
令
和
元
年
六
月
号
の
掲
載

作
品
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
作
者
の
も
う
一
遍
︽
親
切
が　

社
会
の
曇

り　

磨
い
て
る
︾
の
い
ず
れ
か
で
悩
み
ま
し
た
。
こ
の
標
語
的
な
発
想

を
と
る
か
、
目
の
前
に
躍
動
す
る
現
実
を
と
る
か
で
し
た
。

　

︻
優	

秀	

賞
︼

○
盆
の
入
り　

一
番
の
り
の　

墓
参
り

宮
城
県　

阿
部　

澄
江　

︻
講　

評
︼

　

近
頃
は
形
だ
け
の
祖
先
崇
拝
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　

お
線
香
の
煙
が
た
だ
よ
っ
て
き
ま
す
。︽
一
番
の
り
︾
が
効
い
て
い

ま
す
。

　

令
和
元
年
十
月
号
掲
載
作
品
で
す
。

︻
優	

秀	

賞
︼

○
火
の
用
心 

法
被
が
に
あ
う　

少
年
団

　
　
　

大
分
県　

佐
藤　

満
洋　

︻
講　

評
︼

　

令
和
二
年
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
す
。

　

ち
び
っ
子
達
に
、
法
被
は
本
当
に
よ
く
似
合
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

こ
の
句
も
あ
り
の
ま
ま
に
口
を
突
い
て
出
た
言
葉
を
そ
の
ま
ま
書
い

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
が
良
か
っ
た
で
す
よ
。
夜
の
村
を
回
る
少
年
団
の
情
景
が
あ
り

あ
り
と
浮
か
ん
で
き
ま
す
よ
。
と
、
掲
載
時
に
寄
せ
た
「
評
」
の
通
り

で
す
。

︻
選
者
よ
り
︼

　

今
回
は
選
ば
れ
た
三
作
品
と
も
、
目
の
前
に
起
こ
っ
た
現
実
の

躍
動
感
を
ど
の
よ
う
に
仕
上
げ
た
か
を
選
考
の
主
眼
と
し
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人 

日
本
善
行
会　

会
員 

各
位

令
和
二
年
度
理
事
会
及
び
定
時
総
会
の
開
催
に
つ
い
て
ご
連
絡

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
二
年
度
の
第
一
回
理
事
会
及
第
二
回

理
事
会
は
、
書
面
表
決
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
定
時
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
員
皆
様
に
は
、
委
任
状
の
提
出
を
お
願
い
申
上
げ
、
六
月
十
六
日
（
火
）
に
規
模
を
縮
小
し

て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
が
全
国
に
拡
が
っ
て
い
ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
会
員
皆

様
、
お
身
体
の
ご
自
愛
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(1) 

第
一
回
︑
第
二
回

　
　
　
　理
事
会

　総
会

開
催
時
期

　

令
和
二
年

　

六
月
十
六
日
（
火
） 

予
定

開
催
場
所

　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
个
谷

(2) 

第
三
回
理
事
会

　
　
　
　
　支
部
長
会

開
催
時
期

　

令
和
二
年

　

九
月
十
日
（
木
）
予
定

開
催
場
所

　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
个
谷

(3) 

第
四
回
理
事
会

開
催
時
期

　

令
和
三
年

　

三
月
下
旬　

予
定

開
催
場
所

　

グ
ラ
ン
ヒ
ル
市
个
谷

第
三
回
理
事
会
の
開
催

三
月
二
十
四
日
令
和
二
年

度
第
三
回
理
事
会
が
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル
市
个
谷
内
会
議

室
で
開
催
さ
れ
た
。
勝
野
会

長
の
挨
拶
の
後
、
勝
野
会

長
が
議
長
と
な
り
議
事
に

入
っ
た
。

第
一
号
議
案
﹁
令
和
二
年
度

収
支
予
算
並
び
に
事
業
計

画
﹂
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ

り
、
質
疑
が
行
わ
れ
、
原
案

ど
お
り
議
決
さ
れ
た
。

第
二
号
議
案
﹁
令
和
元
年
度

収
支
決
算
並
び
に
事
業
報

告
﹂
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ

り
、
質
疑
が
行
わ
れ
、
原
案

ど
お
り
議
決
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案
﹁
令
和
二
年
度

定
期
総
会
の
開
催
﹂
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

質
疑
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お

り
議
決
さ
れ
た
。

第
四
号
議
案
﹁
役
員
の
改
選
﹂

に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

質
疑
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お

り
議
決
さ
れ
た
。

第
五
号
議
案
﹁
春
季
善
行
表

彰
式
﹂
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
五
月
十
六
日

（
土
）
に
開
催
を
予
定
し
て
い

る
令
和
二
年
度
春
季
・
特
別
善

行
表
彰
式
を
延
期
し
、
十
一

月
二
十
一
日
（
土
）
の
秋
季

善
行
表
彰
式
に
同
時
開
催
と

す
る
提
案
が
あ
り
、
全
員
異

議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。

︵
本
会
理
事

　東
京
都
北
区
長

︵
当
日
欠
席
︶
花
川
與
惣
太
様

よ
り
祝
電
が
あ
り
ま
し
た
︒︶




